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1. 組織の概要 

(1) 基本情報 

事業所名 静脈産業株式会社 

代表者 代表取締役 町田 慈彦 

所在地 〒424-0064 静岡県静岡市清水区長崎新田 235 番地 

環境管理責任者氏名および

担当者連絡先 

環境管理責任者 田邊 知絵 

連絡先 本社 TEL：054-347-7100 FAX：054-347-7080 

E-mail：c-tanabe@joumyaku.co.jp 

設立年月日 1979 年 12 月 25 日 

資本金 1,000 万円 

売上高(百万円) 1,390(2024 年度) 1,278(2023 年度) 1,299(2022 年度) 

役  員 代表取締役 町田 慈彦、専務取締役 田邊 知絵、取締役 蒔田 務 

主な事業活動の内容 産業廃棄物・特別管理産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物の再資源化に関する 

毒劇物の製造及び販売業務、コンサルティング、有価物の再資源化、倉庫業 

事業規模 ・従業員数 21 名(2025-4-1) 

・敷地面積 1803.12 ㎡ 

・事務所床面積 350.83 ㎡ 

・(特別管理)産業廃棄物詰替え又は保管 

行政 種類 面積 上限 

静岡市 事業の範囲に同じ 800.6 ㎡ 18.3t 

・保有運搬車両 

形状 種別・用途 最大積載量 付帯設備 
バン 普通・貨物 5,400 ㎏ アルミウィング 
バン 普通・貨物 5,400 ㎏ アルミウィング 
バン 普通・貨物 5,600 ㎏ アルミウィング 
バン 普通・貨物 5,100 ㎏ アルミウィング 
バン 普通・貨物 1,150 ㎏ --- 

 

ホームページ https://joumyaku.co.jp/ 

(2) 工場配置図 
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(3) 事業の沿革 

年 月 主 な 事 業 

昭和 54 年 12 月 産業廃棄物のリサイクルを目的として創業開始 
平成 18 年 4 月 静岡市清水区長崎新田に草薙工場竣工稼働 
平成 18 年 4 月 中間原料の管理業務、積替え保管業務、危険物一般取扱業務の確立 

平成 18 年 6 月 医薬原料であるゼラチン屑類の再資源化システムの確立 

平成 19 年 10 月 各種有機溶媒類の洗浄剤としての循環型資源化システムの確立 

平成 20 年 5 月 金属粉体の循環型資源化システムの確立 

平成 24 年 9 月 草薙工場の増設・拡張が完了し、稼働 

平成 26 年 3 月 本社事務所を草薙工場正面の別棟へ移転 

令和 3 年 4 月 草薙第 2 工場竣工 

令和 3 年 5 月 新危険物倉庫建設工事着工 

令和 3 年 12 月 新危険物倉庫が完成し、稼働 

(4) 廃棄物処理業の許可内容 

① 産業廃棄物収集運搬業許可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 特別管理産業廃棄物業許可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

汚

泥

廃

油

廃

酸

廃

ア

ル
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リ

廃

水

銀

静岡県 02251015527 R6.9.2    R13.9.1    〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

静岡市 06261015527 R2.1.25    R9.1.24    〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

愛知県 02350015527 R6.6.23    R13.6.22    〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇

神奈川県 01454015527 R3.5.10    R10.5.9    〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

茨城県 00851015527 R3.8.12    R10.6.15    〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

山梨県 01950015527 R3.12.20    R10.12.19    〇 〇 〇 〇

福島県 00757015527 R4.10.6    R11.10.2    〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

大阪府 02750015527 R3.6.15    R10.6.14    〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

千葉県 01250015527 R7.4.1    R14.3.31    〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

行政 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

引
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特定有害

行政 許可番号 許可年月日 許可有効年月日
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ず
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ず
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類

静岡県 02202015527 R2.7.5    R9.7.4    〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

静岡市 06211015527 R2.7.5    R9.7.4    〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

愛知県 02300015527 R3.4.25    R10.4.24    〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

神奈川県 01404015527 R3.5.10    R10.5.9    〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

茨城県 00801015527 R3.8.12    R10.6.15    〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

山梨県 01900015527 R3.12.20    R10.12.19    〇 〇 〇 〇

福島県 00707015527 R4.10.6    R11.10.2    〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

大阪府 02700015527 R3.6.15    R10.6.14    〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

埼玉県 01100015527 R5.12.15    R12.12.3    〇 〇 〇 〇 〇

千葉県 01200015527 R7.4.1    R14.3.31    〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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(5) 毒物劇物取り扱い許可(製造、販売) 

登録票 有効期間 

毒物劇物製造業登録票 令和 3 年 11 月 16 日～令和 8 年 11 月 15 日 

毒物劇物一般販売業登録票 令和 6 年 6 月 12 日～令和 12 年 6 月 11 日 

2. 事業概要 

(1) 事業内容と主な処理フロー 

事業内容 処理フロー 保有施設等 主な施設等 

溶剤を買取り、燃料

として販売 

排出事業者⇒収集運搬(自社運

搬、他社運搬)⇒買取り⇒倉庫に

保管⇒カロリー等分析・カロリー調

整⇒販売(売買契約締結) 

ダイヤフラムポンプ、ローリー

ヤード、危険物一般取扱

所、危険物倉庫 

 

ゼラチンを買取り、再

生剤として販売 

排出事業者⇒収集運搬(自社運

搬、他社運搬) 

⇒買取り⇒倉庫に保管⇒詰替え

作業⇒販売(売買契約締結) 

専用仕分台、フレコンバッ

ク 

 

(特別管理)産業廃

棄物の収集運搬 

排出事業者⇒許可品目産業廃

棄物の収集運搬 
運搬車両 

 

(2) 再生資源取扱量 

再生資源 単位 2024 年度 2023 年度 2022 年度 

再資源化量 ｔ 2,990 2,814 3,160 

 (溶剤等) ｔ (2,808) (2,583) (2,943) 

 (ゼラチン) t (176) (225) (212) 

 (金属) ｔ (6) (6) (5) 

(3) 廃棄物取扱量 

廃棄物 単位 2024 年度 2023 年度 2022 年度 

産業廃棄物運搬受託量 ｔ 8,530 8,530 7,775 

 (自社車両運搬受託量) ｔ (545) (545) (698) 

特別管理産業廃棄物運搬受託量 ｔ 8,072 8,072 9,769 

 (自社車両運搬受託量) ｔ (6) (157) (180) 

運搬受託量 合計 ｔ 16,602 16,602 17,544 

 (自社車両運搬受託量 合計) ｔ (551) (703) (603) 
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3．環境経営方針 

＜理念＞ 

会社の設立時に掲げた理想(Vision)の追求  

 動脈産業界から排出される副産物としての産業廃棄物を、静脈産業の知恵と技術と資源化組織の輪を活用して、異業

種における原材料として再使用可能な提案作りに挑戦します。  

情報・収集・運搬業としての奉仕(Service)の追求  

 廃棄物として認識する前に副産物として捉え、お客様との重要な情報交換の場では、規定概念に囚われることなく、出来る

限りの情報収集と現場確認を実施して、当社に可能な限りの協力と提案を致します。 

環境ビジネス業としての情熱(Passion)の追求  

 排出企業の一部門を担当させて頂く誇りを持って、広範囲からの情報収集運搬と最善の提案を実行できる自覚を育む挑

戦をしています。前例のない新規事業への挑戦を恐れずに、新しい技術革新に積極的に取り組みます。 

企業としての社会的使命(Mission)の追求  

 一人の人間として、大切な家族の一員として、責任ある社会人として、最後まで自分自身に自信が持てる仕事を継続する

組織であり続けることを約束致します。 

 

＜環境経営方針＞ 

1.廃棄物の適正処理を通じて、効率的かつ安全な収集運搬としての運行管理、車輛管理の徹底を図り、省エネ運転を始

め二酸化炭素排出量の削減を進め、収集運搬時の事故や漏洩等の不具合事案ゼロを目指して参ります。 

2.再資源化事業の成長は、ゴミを無くすことへの貢献となるため、取扱量を年々増やしていくことを目指して参ります。 

3.安全衛生への取り組みを積極的に行い、安全作業の徹底、安全運転の徹底を目指して参ります。 

4.現場消耗品、事務用品の使用方法等を再確認し、道具や資源を大切に使い最後まで使い切ることを常に実施し、リサイ

クル品やグリーン認証品の購入を推進します。 

5.社会に対する責任と感謝の心を常にもち、地域の清掃活動に積極的に取り組み、地域の環境維持と改善に努めます。 

6.廃棄物の処理及び清掃に関する法律をはじめ、環境に関する法律や規則、道路交通法等を遵守します。遵法の為の講

習会参加や社内教育を積極的に行い、リスク管理を徹底し、危機管理を全社員で共有します。 

7.環境経営システムの継続的改善に努めます。 

 

制定：平成 30 年(2018 年)4 月 1 日 

改定：令和 5 年(2023 年)4 月 1 日 

改定：令和 5 年(2023 年)12 月 1 日 

   静脈産業株式会社        

代表取締役  町田 慈彦   
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4. 環境管理体制 

(1) ＥＡ21 実施体制図（全サイト・事業所・営業所・支所 等含む） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 各部門の責任と権限 

役職 責任及び権限 

代表取締役社長 ・環境経営に関する統括責任 

・環境経営システムの実施及び管理に必要な、人、設備、費用、時間の確保 

・環境管理責任者を任命 

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知 

・環境経営目標の設定を承認 

・代表者による全体の評価と見直しを実施 

環境管理責任者 ・環境経営システムを構築し、実施し、管理 

・法規制等の要求事項登録簿を承認 

・環境経営実施計画書を承認 

・環境経営活動の取組結果を代表者へ報告 

・環境への負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施 

・「環境関連法規等チェックリスト」の作成 

・環境経営目標・環境経営活動実施計画書原案の作成 

・環境経営活動実施計画の実績集計 

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口 

・特定された項目の手順書作成及び運用管理 

・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練・記録 

現場部門 

営業部門 

事務部門 

・自部門における環境経営システムの実施 

・自部門における環境経営方針の周知 

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施 

・自部門に関連する環境経営目標及び環境経営活動計画の実施及び達成状況の報告 

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置 

全従業員 ・環境経営方針を理解と環境への取り組みの重要性を自覚 

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加 

中部担当

専務取締役

環境管理責任者

管理者

現場事務 関東担当

代表取締役社長

現場部門
工場長

営業部門事務部門

財務/経理/人事 関西担当
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5. 環境経営目標 

環境方針に基づき、以下のような中長期の環境目標を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   *目標は実績に基づき、可能な範囲での削減率で設定をしております。 

6. 2024 年度 環境経営活動計画 

(1) 環境経営目標とその取組み内容・スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月 9月 2月 5月

電力消費量 現場、事務

ガソリン消費量 現場、営業

軽油消費量 現場

ガス 現場、事務

上下水使用量 現場、事務

不具合事案件数 現場、事務 〇 〇

安全衛生教育・訓練 全員

地域清掃活動 全員

グリーン商品購入 事務グリーンマークの商品の積極的な購入をする。

自分たちに出来る清掃活動を継続する。

二

酸

化

炭

素

排

出

量

削

減

電気製品の点検や清掃を行い、無駄な電力消費を抑える。

使用していない部屋の消灯、パソコンの省電力化を継続する。

車両の整備を適正に行うことを継続する。エコ運転を継続する。

エコ運転トレーニング等を取り入れ、意識を高めることを継続する。

必要最低限の使用を継続する。

各業務に関する既存のルールの書き出しと洗出しを行い、現状にあった

ルールとなるよう見直しを行い、いつでも誰もが確認出来るような見える

化を行う。規格表の再整備及び測定機器類の管理強化を行い、品質

管理の向上に努めることを継続する。

必要最低限の使用を継続する。

取り組みの改善と工夫 取組部門
実施計画

環境経営目標項目

年次計画書のとおりに取り組み、安全作業の徹底を継続する。

KY表、ヒヤリ・ハット報告、ドライブレコーダーの映像教材を活用する取り

組みを継続する。

活動継続

活動継続

活動継続

活動継続

活動継続

活動継続

教育 教育

毎月実施

海岸清掃

2022年度

基準年度 削減率 目標値 削減率 目標値 削減率 目標値

kg-CO2 107,931 １％削減 106,852 1.2%削減 106,636 1.5%削減 106,312

電力消費量 kWh 74,911 １％削減 74,162 1.2%削減 74,012 1.5%削減 73,787

ガソリン消費量 L 8,855 １％削減 8,766 1.2%削減 8,748 1.5%削減 8,722

軽油消費量 L 20,485 １％削減 20,280 1.2%削減 20,239 1.5%削減 20,178

ガス kg 51 １％削減 50 1.2%削減 50 1.5%削減 50

上下水使用量 ㎥ 562 １％削減 556 1.2%削減 555 1.5%削減 554

不具合事案件数 件 4 

安全衛生教育・訓練 回／月 1 年次計画のとおり 年次計画のとおり 年次計画のとおり 年次計画のとおり 年次計画のとおり 年次計画のとおり

地域清掃活動 回／年 4 － 4 － 4 － 4

グリーン商品購入 － － 環境配慮型製品の購入を推進し、調達段階の環境負荷低減を図る

4 4 4

2023年度 2024年度 2025年度
単位環境経営目標項目

二酸化炭素排出量

排出係数：

　中部電力／0.459使用

内

訳
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(2) 安全衛生教育及び訓練のスケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 2024 年度 環境経営活動実績と取り組み結果及び評価 

(1) 2024 年度活動結果及び評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：評価は ◎：10％以上 ○：10％未満 0％ △：0％超-10％以下 ×：-10％超 

△不具合案件：配車及び品質管理に対するクレームが発生し、対策を検討し実行しています。 

次ページの表に、×、△の原因と対策を記載する 

  

科目 教育手段 教育対象 教育担当 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

貨物運送法選任

ドライバー教育
グッドラーニング 現場

運行

管理者 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

危険物

取扱者教育
テキスト、動画等 現場 推進者 〇

毒物・劇物

取扱者教育
テキスト、動画等 現場 推進者 〇

廃棄物適正

管理教育
テキスト、動画等 全員 管理者 〇 〇

防災及び

避難訓練
社内手順書 全員

推進者

/管理者 〇

消火訓練 社内手順書 全員 推進者 〇

安全衛生教育

及び

事故対応訓練

社内手順書及び

事故事例
現場 推進者 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

車両乗務前

点検チェック
チェックリスト 現場

整備

管理者 〇

緊急時連絡訓練 緊急連絡網 全員 管理者 〇 〇

環境方針

・環境活動教育
定例資料 全員 管理者 〇 〇
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(2) 2024 年度取組み結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 安全衛生教育及び訓練結果 

① 消火訓練「火災発生対策」(6 月 19 日) 

泡消火設備の手順確認 水消火器による放射訓練 内  容 

  参加者：現場作業者、事務員

15 名 

訓練内容 

①消火器の配置確認 

②水消火器による放射訓練 

③泡消火設備の手順確認 

 

② 過去の車両事故事例などの再確認 

毎月過去の事故事例等の情報を共有し、各自が事前にリスクを察知し、再発を防止できる職場づくりを推進 

４月 ドラム缶からの液漏れ ８月 フォークリフトバック時接触 12 月 荷物積込み後の接触 

５月 ペール缶転倒、液漏れ ９月 フォークリフトの爪で接触 １月 農道走行時縁石に接触 

６月 フォークリフト操作ミス 10 月 トラック走行時ポール接触 ２月 トラックバック時の接触 

７月 運搬車両ポール接触 11 月 トラック走行時の事故 ３月 ドアストッパー閉め忘れ 

 

  

取組部門 評価コメント

現場、事務 △

電力消費量 現場、事務 ×

ガソリン消費量 営業 ◎

軽油消費量 現場 ◎
ガス 現場、事務 ◎

廃棄物排出量 全員 〇

上下水使用量 現場、事務 ×

不具合事案件数 現場、事務 ◎

安全衛生教育・訓練 現場 〇

地域清掃活動等 全員 〇

グリーン商品の購入 事務 〇グリーンマークの商品の積極的な購入を実施

環境経営目標項目 取り組み内容

二酸化炭素排出量

排出係数：0.459使用
下記内容を推進す。

内

訳

・2024年度は猛暑傾向で、冷房負荷は2022比で＋15～20%増加したと推定される。

(気象データより推定)

・空調機は、こまめに入り切り、温度管理を実施した。

車両の整備を適正に行うことを継続する。エコ運転を継続する。

エコ運転トレーニング等を取り入れ、意識を高めることを継続する。

必要最低限の使用を継続する。

再資源化や再利用できるものを探求していくことを継続する。

8月15日　構内移送ホースの破損

　・・・フォークリフトを降りて目視確認の徹底

8月23日　ドラム缶積み込み時、フォークリフトの爪をドラム缶に差した

　・・・ドラム缶を積み込む際、パレットから爪が出ないように一度引き抜くことを徹底

12月7日　液の漏洩：トラックから一斗缶落下

　・・・ウィングとバターとを順に開き、内容物を確認することを徹底

熱中症予防対策用噴霧用水の使用量増加、洗浄用水の増加による。

必要最低限の使用を継続する。

KY表、ヒヤリ・ハット報告、ドライブレコーダーの映像教材を活用する取り組みを実施

地域清掃活動、海岸清掃、バイパス下清掃を実施
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③ 防災訓練 (9 月 24 日) 

非常食の食べ方 担架使用・救助訓練 内  容 

  参加者：現場作業者、事務員 11 名 

訓練内容 

①震度 7 の地震が発生 

②新危険物倉庫内でケガ人が発生 

③直後に大津波警報が発令 

➃非常食の食べ方 

 

➃ 緊急連絡訓練(2025 年 2 月 27 日) 

訓練内容 訓練結果 課題等 

・緊急時の安否確認を

LINEWORKS で確認する。 

・専務より、社長以下全員あて

に「安否確認メッセージ」を送付

し、各自返信する訓練を実施。 

・社長含め、全員から回答あり。 

回答内容 

1. 怪我の有無 

2. 家族の安否確認有無 

3. 出社の可否 

・実際に地震が発生した際に、LINEWORKS が

使用できるかなど、課題があるため、他の確認方

法の検討が必要。 

 

⑤  環境方針・環境活動教育 

教育内容 教育結果・効果 資料内容 

1. 資料 

社内教育資料『環境方針と

環境活動について』 

2. 朝礼で実施 

1. 環境方針の周知・認識 

2. 改善に向けた従業員の意識向上 

3. 安全、遵守義務の重要性の認識

を共有することができた 

1. 静脈産業株式会社の理念 

会社の設立時に掲げた理想(Vision)の追求 

2. 静脈産業株式会社の環境方針 

社会に対する責任と感謝の心を常にもち、地域

の清掃活動に積極的に取り組み、地域の環境

維持と改善に努める 

3. 2024 年度(令 6 和年度)の環境活動内容 

(4) 2024 年度活動写真 

(5) 従業員参加型の環境活動の推進 

当社では、従業員一人ひとりが環境保全の担い手として自覚を持ち、主体的に行動できるよう、「個人環境目標宣言」制

度を導入しています。職場単位で取組内容を共有し、相互に環境配慮行動を促進することで、全社的な環境意識の向上

につなげています。 

  

【小さな親切運動】 

三保海岸清掃(6 月 15 日) 静清バイパス長崎 IC 高架下清掃(12 月 21 日) 内  容 

  三保海岸は、ビニール袋、

空き缶などが見られました。 

バイパス高架下は、空き缶、

ビニール袋、ペットボトルなど

のゴミが多くみられました。 



11 

 

8. 2025 年度環境経営活動計画 

(1) 環境経営活動計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 安全衛生教育及び訓練のスケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6月 9月 2月 5月

環境管理

責任者
〇

電力消費量 現場、事務

ガソリン消費量 現場、営業

軽油消費量 現場

ガス 現場、事務

全員

現場、事務 〇 〇

現場、事務

事務

全員

全員

安全衛生教育・訓練

地域清掃活動 ・自分たちに出来る清掃活動を継続する。

環境経営目標項目 取り組みの改善と工夫 取組部門
実施計画

排

出

量

削

減

二

酸

化

炭

素

・電気製品の点検や清掃を行い、無駄な電力消費を抑える。

・使用していない部屋の消灯、パソコンの省電力化を継続する。

・車両の整備を適正に行うことを継続する。エコ運転を継続する。

・エコ運転トレーニング等を取り入れ、意識を高めることを継続する。

・必要最低限の使用を継続する。

環境目標の設定 ・2026年度以降の3年間を対象とした環境経営中期計画を策定する。

廃棄物排出

不具合事案件数

上下水使用量

グリーン商品購入

・再資源化や再利用できるものを探求していくことを継続する。

・物を大切に扱い、最後まで使い切ることを継続する。(適正処理維持)

・各業務に関する既存ルールを洗い出し、現状に適したルールへ見直すとともに、

誰もが容易に確認できるよう見える化を図る。

・規格表の再整備および測定機器類の管理強化を進め、品質管理の向上に

継続的に努める。

必要最低限の使用を継続する。

グリーンマークの商品の積極的な購入をする。

・年次計画書のとおりに取り組み、安全作業の徹底を継続する。

・KY表、ヒヤリ・ハット報告、ドライブレコーダーの映像教材を活用する取り組みを

継続する。

活動継続

活動継続

活動継続

活動継続

活動継続

活動継続

活動継続

教育 教育

毎月実施

海岸清掃

科目 テーマ 教育対象 教育担当 教育手段 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

貨物運送法選任ドライバー教育
貨物自動車運送事業法に基づ

く12項目
現場 運行管理者 グッドラーニング 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

危険物取扱者教育
予防規定の周知、漏洩時の訓

練
現場 推進者 テキスト、動画等 〇

毒物・劇物取扱者教育
危害防止規定の周知、漏洩時

の訓練
現場 推進者 テキスト、動画等 〇

廃棄物適正管理教育 安全衛生に関する教育 全員 管理者 テキスト、動画等 〇 〇

防災及び避難訓練 避難訓練と安否確認訓練 全員 推進者/管理者 社内手順書 〇

消火訓練
初期消火訓練及び消火器配置

場所の確認
全員 推進者 社内手順書 〇

安全衛生教育及び事故対応訓練
ヒヤリハット・事故事例の共有、

事故発生時の初期対応訓練等
現場 推進者

社内手順書及び事故

事例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

車両乗務前点検チェック
車両の日常点検のチェック及び

改善点の確認、チェーン講習
現場 整備管理者 チェックリスト 〇

緊急時連絡訓練
自然災害、事故、異常発生時

を想定した緊急連絡訓練
全員 管理者 緊急連絡網 〇 〇

環境方針・環境活動教育

エコアクション21の活動を通し、

環境方針の周知徹底、環境活

動の周知

全員 管理者 定例資料 〇 〇
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9. 2026 年度以降の中期目標 

2026 年度以降の環境中期目標を次のように定め、推進計画は今年度中に作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【環境目標設定の考え方】 

下図は、当社の再商品化工程における物質・エネルギーの流れを示したものである。環境に影響を与える側面を把握し、

次のように目標を策定する。受託量（A）、再商品化量（B）、当社の産業廃棄物量（C）、再商品化に要する CO2 排

出量（D）、水道使用量(E)を定量的に把握し、2024 年度の実績値を基に、環境改善項目の環境目標を設定した。 

＜事業プロセス図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2024年度

基準年度 削減率 目標値 削減率 目標値 削減率 目標値

㎏-CO2／t 6.51 １％削減 6.44 1.2%削減 6.43 1.5%削減 6.41

% 98.6 維持・向上 98.5 維持・向上 98.5 維持・向上 98.5

水道使用量原単位 ℓ／t 42.1 １％削減 41.7 1.2%削減 41.6 1.5%削減 41.5

不具合事案件数 件 3 

安全衛生教育・訓練 回／月 1 

地域清掃活動 回／年 4 － 4 － 4 － 4

資源化率の維持・向上

       (受託量－JS廃棄物)

   = -------------------   ×100

                 受託量

CO2排出原単位の最小化

              CO2排出量

    = -------------------

                受託量

環境経営目標項目 単位
2026年度

年次計画のとおり 年次計画のとおり 年次計画のとおり

2028年度

3 3 3

2027年度
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10. 公開 

 本環境経営レポートは、当社ホームページ http://joumyaku.co.jp/  にて公開を致しております。 

11. 環境関連法規等の遵守状況    遵守状況確認日：令和７年４月 1 日 

当社の事業活動に関連する環境関連法規は下記のとおりであり、適正に遵守されていました。 

過去の立入検査における行政からの指導、訴訟等はありませんでした。近隣からの苦情も、ありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

No. 法令名称 条項 要求事項 該当する要求事項 遵守評価

1
廃棄物の処理及び清掃に関

する法律

法第12条、則第

6条
保管基準

・廃棄物保管場所の掲示板設置義

　⇒縦横60㎝以上

　⇒廃棄物の名称、管理責任者、連絡先、保管可能数、積替保管

・産業廃棄物看板

・特別管理産業廃棄物看板

令第6条第1項イ 産業廃棄物の収集運搬基準
産業廃物の収集、運搬を行う車体の側面に、産業廃棄物の運搬車である旨の標示及び当該運搬

車に環境省令で定める書面の携帯
・運行前に毎回確認。

法第12条

令第6条の2
委託基準

・都道府県知事又は政令市長から許可を得た収集運搬業者又は処理業者に委託する事

・許可書の許可期限の管理
・毎月月初に確認

法第12条

令第6条の2
委託契約書の締結

・運搬と処分とを区別して２社契約

・契約書は、ひな形を使用。

・毎年1月に確認

・2025年は、1月7日。

法第12条の3第

1項、第2項
産業廃棄物管理票

・産業廃棄物を委託する場合、産業廃棄物管理票(マニフェスト)を交付する事。

・産業廃棄物管理票を5年間保管
・毎日確認。

法第12条第7項

及び第12条2第

7項

現地確認 年１回、産業廃棄物の処分先の現地確認が必要。

・７社実施

・報告書:15_産業廃棄物

委託先_現地確認記録

則第8条の27 報告 産業廃棄物管理票、毎年6月30日までに交付状況報告書を県知事(静岡市長)に提出が必要。 ・2024年6月12日報告。

法12条の2
特別管理

産業廃棄物管理責任者
特別管理産業廃棄物管理責任者の選任 選任済

2
静岡市産業廃棄物の適正

な処理に関する条例
第10条 （実地確認）

・毎年１回以上定期的に、当該委託に係る運搬又は処分の実施の状況その他の規則で定める事項

を実地に確認しなければならない。5年間保管。

・優良認定処理業者に係るものである場合は、インターネットを利用する方法により確認を行うことがで

きる。

・７社実施

・報告書:15_産業廃棄物

委託先_現地確認記録

第17条
産業廃棄物の

処理状況の報告等

事業場における産業廃棄物の処理の状況について、市長に報告しなければならない。毎年6月30日

までに報告。

・運搬実績報告

・2024年6月12日報告。

3
静岡県産業廃棄物の適正

な処理に関する条例
第17条

産業廃棄物の

処理状況の報告等

産業廃棄物処理業者は、規則で定めるところにより、受託した産業廃棄物の処理の状況について、知

事に報告しなければならない。毎年6月30日までに報告。
・2024年6月12日報告。

4 毒物及び劇物取締法 法11条 取扱い注意事項

・毒物劇物の保管場所には表示をしなければならない

・保管容器、保管場所には施錠をしなければならない

・保管されている毒物劇物の在庫量の定期点検、使用量の把握をしなければならない。

・表示：毒物・・・赤地に白文字、劇物・・・白地に赤文字

・医薬用外劇物の看板設置

5
フロン類の使用の合理化及び

管理の適正化に関する法律

法第16条、17

条、18条
点検等

・第1種特定製品(業務用エアコン)の定期点検。3ケ月に１回以上点検が必要。

・冷媒漏洩が確認された場合の点検、漏洩箇所の特定・修理

・機器の点検・修理、冷媒の充塡・回収等の履歴を記録・保存（冷媒を充填回収業者へ引渡し後3

年）

・2024-4-4

・2024-7-9。

・2024-10-8

・2025-1-8

異常無し

法第41、42、43

条、第45条、第

45条の2

廃棄時の処置

・機器の廃棄等の際は、フロン類を第一種フロン類充塡回収業者に引渡し。

・回収業者へ回収依頼書又は委託者へ委託確認書を交付、写しを保存(3年間）

・回収業者からの引取証明書及び再生証明書・破壊証明書の保存(3年間）

・機器の廃棄等の際に引取証明書を交付し、写しを保存(3年間）

・再委託承諾書を交付した場合の当該承諾書の写しの保存(3年間）

今年度は、該当無し。

6 消防法 法第10条 許可
指定数量以上の危険物は、製造所、貯蔵所、取扱所以外の場所で貯蔵し、又は製造所・貯蔵所・

取扱所以外の場所で取り扱ってはならない。

法第11条 許可 製造所・貯蔵所・取扱所を設置又は変更のする場合は、静岡市長の許可を受ける必要がある。

法11条の4 届出
貯蔵所又は取り扱う危険物の品名、数量、指定数量の倍数を変更する場合は、変更日の10日前ま

でに、静岡市長に届け出る必要がある。
・変更無し

法第13条 保安監督者
甲種危険物取扱者又は乙種危険物取扱者で６ケ月以上危険物取扱の実務を有する者のうちから

危険物保安監督者を定め、静岡市長に届け出る。
・届出済

7 有機溶剤中毒予防規則 規則第19条 有機溶剤作業主任者 有機溶剤作業主任者の選任 ・選任済

規則第24条 掲示

1.有機溶剤により生ずるおそれのある疾病の種類及びその症状

2.有機溶剤の取り扱い上の注意

3.有機溶剤による中毒が発生した時の応急処置

4.有効な呼吸用保護具を使用しなければならない旨及び仕様する呼吸用保護具

・16物質の安全標識を現場

にSDSとあわせて掲示

規則第28条 測定 有機溶剤の濃度を定期的に測定し、測定結果を3年間保存する。 ・対象外

8

エネルギーの使用の合理化

及び非化石エネルキーへの

転換等に関する法律

法7条の4 エネルギー管理指定工場 エネルギーの年度使用量が原油換算1,500kℓ以上の場合、法の対象となる。 ・省エネ推進中

・一般取扱所

　⇒平成18年2月6日

・屋内貯蔵所

　⇒平成18年2月6日

・屋内貯蔵所

　⇒令和3年3月5日

http://joumyaku.co.jp/
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12. 代表者による全体評価と見直しの結果 

 

   作成者：代表取締役 町田慈彦 

作成：令和７年 5 月 28 日 

(１) 全体の評価と見直しのための個別評価    

今
期
の
取
組
状
況
確
認 

項 目 確認 ：必要に応じて評価コメント記載 

1 エコアクション 21 文書 ✅  ：社員全員での取組み強化 

2 環境経営目標及び目標達成状況 ✅  
：受注増による CO2 排出増が予想されるが、最

善を尽くす 

3 
環境経営活動計画 

 及び取組み実施状況 
✅  ：引き続き全社員で取組む 

4 
環境関連法規要求一覧 

 及び遵守状況 
✅  ：法規の遵守のさらなる徹底継続 

5 外部コミュニケーション・対応記録 ✅  ：記録の継続、丁寧な対応 

6 
問題点の是正・予防措置の 

 実施状況 
✅  

：社員全員が自分事として捉え、ひとつずつ改善

していくよう取組む 

7 
取引先、業界、関係行政機関、 

 その他の外部動向 
✅  ：定期的な訪問、情報収集の継続 
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(２) 全体の評価と見直し結果 

今
期
全
体
の
評
価
と
見
直
し
指
示 

コ
メ
ン
ト 

全
体
評
価 

環境経営システムの有効性、環境へ

の取組の適切性等 

本年度も、環境経営システムは社員一人ひとりの改善行動を

支える仕組みとして有効に機能し、資源の有効利用や地域社

会への貢献活動など、環境方針に沿った取組が着実に進められ

ました。一方で、電力・水使用量の削減目標は未達に終わり、

課題が明らかになりました。 

今後はその要因を分析し、より具体的な省エネ・節水施策を

導入することで、システムの有効性と取組みの適切性を一層強

化してまいります。 

見
直
し
指
示
内
容 

項      目 
見直しの 

必要性 
「有」の場合の指示内容等 

1 環境経営方針 有 無 

再資源化事業の拡大は、廃棄物削減と環境

負荷低減に大きく寄与しており、当社の重要な

環境経営活動の一つとなっています。今年度

は、これまでの取組をさらに拡充し、新たな再資

源化の可能性を探求することで、持続可能な

社会の実現に一層貢献してまいります。 

2 環境経営目標・計画 有 無 

電力消費量については引き続き注意が必要で

あり、様々な削減施策を検討していく必要があ

ります。また、2025 年度に目標値の見直しを

行い、より実効性のある計画といたします。 

3 
環境経営活動計画・ 

取組項目 
有 無 

取組み活動計画および取組み項目について

は、2025 年度の目標値の見直しに合わせて、

計画内容および具体的な取組み内容を再検

討・見直ししていきます。 

4 環境に関する組織 有 無 

 

5 その他のシステム要素 有 無 

 

6 その他(外部への対応等) 有 無 

 

  

 

以上 


